
日
中
情
勢
が
緊
張
し
て
い

る
現
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

海
外
の
日
本
語
放
送
で
、
さ

ら
に
詳
し
く
内
容
が
得
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
期
は
、
電
離
層
の

関
係
で
、
い
わ
ゆ
る
短
波
帯

の
伝
搬
が
と
て
も
よ
い
季
節

で
す
。
簡
単
な
短
波
ラ
ジ
オ

で
も
受
信
が
で
き
ま
す
。

東
京
郊
外
で
も
、
２
０
ｍ

ロ
ン
グ
ワ
イ
ヤ
ー
式
の
ア
ン

テ
ナ
で
と
て
も
明
瞭
で
感
度

の
よ
い
放
送
が
聞
こ
え
ま
す
。

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

楽
し
む
の
が
コ
ツ
で
す
。

当
方
の
専
用
受
信
機
は
、

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
手

作
り
の
０
ー
Ⅴ
ー
２
で
す
。

回
路
方
式
が
超
再
生
式
で

す
の
で
、
操
作
は
厄
介
で
す

が
、
内
部
ノ
イ
ズ
の
な
い
音

は
、
と
て
も
聞
き
や
す
い
の

で
す
。
で
も
、
気
を
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
の
は
、
超
再

生
式
は
、
外
部
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
放
送
信
号
を
本

体
で
発
振
す
れ
す
れ
に
感
度

を
上
げ
る
為
に
、
高
調
波
的

な
作
用
を
し
ま
す
、
予
防
策

は
、
コ
イ
ル
に
よ
る
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
回
路
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
近
く
回
路
図
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
楽
し
み
に
。

愛
機
の
マ
ミ
ヤ
６
７
で
あ

る
、
２
０
年
く
ら
い
の
付
き

合
い
で
あ
る
が
、
故
障
知
ら

ず
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

所
有
の
引
き
伸
し
機
は
、

フ
ジ
４
５
仕
様
な
の
で
余
裕

で
、
作
業
操
作
が
で
き
ま
す
。

長
持
ち
の
理
由
は
、
メ
カ

ニ
カ
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
式
で
、

電
池
が
不
要
な
の
で
す
。

動
き
の
早
い
、
被
写
体
は

無
理
で
す
が
、
風
景
、
人
物
、

静
物
な
ど
は
、
得
意
で
す
。

ト
ラ
イ
Ⅹ
と
ネ
オ
パ
ン
４

０
０
が
メ
イ
ン
で
モ
ノ
ク
ロ

撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

風
呂
場
で
の
現
像
は
、
家

族
に
嫌
が
ら
れ
、
こ
っ
そ
り

と
自
分
の
部
屋
で
、
焼
き
付

け
て
、
夜
な
夜
な
風
呂
場
で

水
洗
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

上
達
し
な
い
訳
で
す
な
。

秋
葉
で
、
安
く
手
に
入
る

白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
順
方
向
電
圧

は
３
、
２
Ⅴ
で
あ
る
。

直
流
の
電
源
が
５
Ⅴ
で
あ

れ
ば
、
抵
抗
値
を
２
５
０
オ
ー

ム
に
し
て
１
０
ミ
リ
前
後
の

電
流
を
流
し
ま
す
。

簡
単
で
す
の
で
、
使
わ
な

い
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
ケ
ー

ス
に
入
れ
て
、
マ
ー
カ
ー
に

し
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

配
送
方
式
に
よ
り
、
今
回

号
か
ら
、
紙
面
を
Ａ
４
版
４

面
式
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
さ
ら
な
る
充

実
し
た
内
容
で
、
皆
様
の
状

況
報
告
や
、
趣
味
、
記
録
、

写
真
な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
サ
ー
ク
ル
活
動
記
録
、

釣
り
情
報
な
ど
歓
迎
し
ま
す
。

紅
葉
の
時
期
で
す
。

東
京
周
辺
で
も
、
色
が
つ

い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

奥
多
摩
方
面
は
、
ま
だ
先

で
す
が
、
高
尾
付
近
は
、
11

月
初
旬
に
は
、
な
ん
と
か
な

る
と
思
い
ま
す
。

ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
、
カ
エ
デ

な
ど
豊
か
な
自
然
、
里
山
の

保
全
や
、
維
持
は
と
て
も
困

難
な
時
代
で
す
。

住
宅
開
発
ば
、
文
化
都
市

へ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
今

後
も
進
展
し
て
行
く
こ
と
に

な
り
、
行
政
も
後
押
し
す
る

こ
と
が
常
識
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
保
存
な
ど
協
調
し

て
い
く
た
め
に
は
、
早
期
な

結
論
は
、
無
用
で
、
慎
重
な

対
策
を
練
る
こ
と
が
、
自
然

と
共
存
で
き
る
資
格
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

珍
し
い
、
フ
ラ
ン
ス
製
モ

デ
ル
で
す
。

１
９
８
４
年
製
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
で
は
、
ク
ジ
ラ

タ
ン
ク
の
異
名
で
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｂ
ド
リ
ー
ム

の
中
で
は
で
は
、
大
型
で
す

が
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｂ
ナ
ナ
ハ

ン
に
王
座
を
譲
り
、
何
度
か

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

Ｃ
Ｂ
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
に
変
わ

り
、
黒
銀
色
が
人
気
で
し
た
。

一
度
、
乗
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
高
値
の
花

で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
で
味
わ
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

海外日本語放送スケジュール （時間は日本時間、周波数はｋＨｚ）
韓 国： ＫＢＳワールドラジオ (2010年 3月28日変更)

1000-1100 9580 1900-2000 9805
1100-1200 11810 2000-2100 1170
1700-1800 7275 6155 2100-2200 1170

韓 国： ＨＬＡＺ（ＦＥＢＣ）
2130-2245 1566

中 国： 北京放送（中国国際放送局） (2010年 3月28日変更)
1900-1957 11620 7325
2000-2057 11620 7325 1044
2100-2157 11620 7325 1044
2200-2257 7325 7215 1044
2300-2357 7430 7395 1044
0000-0057 9585 7220 1044
0700-0757 13640 9535
0800-0857 13640 11680

台 湾： 台湾国際放送（台湾の声）

2000-2100 9735
2200-2300 9735 1700-1800 11605
グァム： ＡＷＲ－アジア（ＫＳＤＡ） (2010年 3月28日変更)
0600-0630 11980 11850 2200-2230 11975 9805
タ イ： ラジオ・タイランド (2010年 3月28日変更)
2200-2215 9575
ベトナム： ベトナムの声

2000-2030 12020 9840 0700-0730 12020 9840

10
月
19
日
、
区
政
会
館

に
、
豊
島
清
掃
工
場
委
託

撤
回
に
向
け
て
、
東
京
清

掃
労
働
組
合
各
支
部
、
工

場
各
支
部
の
仲
間
が
結
集

し
た
。

委
託
反
対
座
り
込
み
要

請
行
動
は
、
東
京
清
掃
が

一
丸
と
な
り
、
団
結
で
の

取
り
組
み
と
な
っ
た
。

当
局
に
渡
し
た
署
名
は
、

１
３
、
８
６
１
筆
で
し
た

が
、
区
職
労
か
ら
は
、
集

会
終
了
後
も
、
数
百
筆
が

届
け
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
一
組
総
支

部
で
60
名
。
清
掃
本
部
各

支
部
か
ら
の
参
加
で
、
計

１
６
０
名
と
な
り
、
本
庁

14
階
の
座
り
込
み
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
。

第
一
部
の
座
り
込
み
行

動
で
は
、
山
﨑
本
部
組
織

部
長
の
進
行
で
始
ま
り
、

西
川
清
掃
本
部
委
員
長
の

連
帯
の
挨
拶
で
は
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
あ
り
き
の

当
局
の
姿
勢
を
何
と
し
て

も
撥
ね
返
す
こ
と
が
我
が

組
合
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

清
掃
全
体
の
問
題
で
も
あ

る
、
工
場
職
場
で
は
、
委

託
部
門
で
の
経
験
が
少
な

い
若
い
職
員
の
死
亡
事
故

が
あ
り
、
生
命
第
一
の
制

度
の
確
立
が
大
切
で
あ
る
。

同
時
に
、
各
職
場
の
直

営
堅
持
は
、
組
合
の
最
大

課
題
で
あ
り
、
断
固
と
し

て
勝
利
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
、
清
掃

本
部
内
各
支
部
が
、
一
致

団
結
し
な
け
れ
ば
な
し
え

な
い
状
況
で
あ
り
、
直
近

の
賃
金
確
定
の
闘
い
、
諸

要
求
に
向
け
て
団
結
で
勝

利
し
よ
う
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
細
貝
一
組
総

支
部
委
員
長
よ
り
、
座
り

込
み
行
動
に
参
加
さ
れ
た

組
合
員
へ
の
お
礼
と
一
組

総
支
部
に
お
い
て
の
現
状

が
述
べ
ら
れ
た
。

委
託
さ
れ
た
工
場
の
実

態
と
現
実
、
労
務
災
害
の

発
生
、
人
員
の
問
題
等
、

こ
れ
か
ら
の
清
掃
工
場
の

あ
り
方
に
言
及
し
た
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が

こ
の
ま
ま
、
続
行
す
る
な

ら
、
安
全
で
、
安
定
な
工

場
運
営
が
維
持
で
き
ぬ
こ

と
に
な
り
、
今
ま
で
の
技

術
の
継
承
が
途
切
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
懸
念
す
る
。

豊
島
工
場
の
立
地
条
件
、

役
割
を
考
慮
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
委
託
攻
撃
を

一
丸
と
な
り
、
断
固
反
対

し
よ
う
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。

続
い
て
、
中
里
一
組
総

支
部
書
記
長
よ
り
、
こ
の

間
の
闘
い
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
基
調
報
告
が
あ
り
、

要
請
行
動
、
小
委
員
会
交

渉
、
署
名
活
動
等
を
紹
介

し
た
。

池
田
一
組
総
支
部
賃
金

部
長
よ
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
が
連
呼
さ
れ
、
参

加
者
一
同
で
、
ア
ピ
ー
ル

が
実
行
さ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
対
す
る
抗

議
要
請
を
吉
田
清
掃
本
部

副
委
員
長
が
本
部
を
代
表

皆
さ
ん
が
、
必
ず
一
つ

は
持
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム

手
帳
は
、
様
々
で
す
が
、

ず
い
ぶ
ん
と
高
級
志
向
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

外
国
製
「
ア
ッ
シ
ュ
フ
ォ
ー
」

の
革
の
編
み
込
み
の
表
紙

が
特
徴
の
人
気
商
品
や
、

「
フ
ァ
イ
ロ
フ
ァ
ッ
ク
ス
」

の
フ
ィ
ン
ス
バ
リ
ー
」
、

イ
タ
リ
ア
ン
カ
ー
フ
と
マ

イ
ク
ロ
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
を

組
み
合
わ
せ
た
品
が
流
行

で
あ
る
と
い
う
。

２
万
円
か
ら
４
万
円
ま

で
で
飾
り
物
に
な
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

国
産
の
商
品
と
は
、
違

う
考
え
方
で
作
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
外
国
で
は
、

一
つ
の
品
に
愛
着
を
感
じ

な
が
ら
使
う
の
が
主
流
な

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
、

そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
る
人
は

少
な
い
と
思
う
が
、
い
く

つ
も
、
欲
し
が
る
の
は
、

日
本
人
の
特
質
だ
。
そ
う

言
い
な
が
ら
、
安
い
の
を

四
つ
持
っ
て
い
る
し
。
局

一組総支部
事務局

一組本庁支部内
fax6238-0504
tel6238-0502
e-mail
seisou-ichkumi
@w7.dion.ne.jp

執行委員長
細貝秀夫

教宣部長
奈良有記
教宣担当
福田雄一

２０１０年１０月２８日 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第４４号 東京清掃労働組合ホームページ掲載

東京全労済
中央労動金庫
セレモアつくば
お問い合わせは

支部役員さんへ 。

１
０
月
１９日 一組総支部

座り行動
２０日 一組総支部

執行支員会
２２日 一組総支部

執行委員会
２７日 常任執行委員会
２９日 一組総支部

支部委員会

主な取り組み
文化厚生活動の推進、野
球大会、当面の組織対策、
安全衛生課題、職員互助
会、アウトソーシング対
策 労災、公災対応


